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活動スローガン「ユース倶楽部の輪を広げよう！ＪＲ東海連合の絆」 

発行：ＪＲ東海連合青年・女性連絡会幹事長 井形優介  編集：青年・女性連絡会幹事会 

平成25年5月23日（木）～24日（金）、JR東日本ユ
ニオン高崎地本にて、JR連合第12回青年女性役員研修
会が開催されました。2005年4月25日に起こった、
JR西日本福知山線列車脱線事故など鉄道事故について、
改めて鉄道の防災、減災、労働組合の役割についての講
演、講義が行われました。ヒューマンエラーは結果であ
り、原因ではないという言葉を基本認識とし、安全確立
の取り組みが行われていました。24日は、1985年8
月12日に起こった、日航機123便墜落事故の慰霊登山
を行う予定でしたが、土砂崩れの影響で登山道が封鎖さ
れたため、「慰霊の園」に行き、上野村ふれあい館で、
事故当時の写真を見せて頂きました。事故から今年で
28年が絶ち、ご遺族の方々もご高齢になってきていま
す。事故を風化させず、安全を確立していく事が私たち
の使命だと実感した二日間でした。 
（ジェイアール東海パッセンジャーズ労組 恩地杏奈） 

平成25年6月8日（土）～10日（月）に開催されたJR連合青年・女性委員会
主催の第18回ユースラリー in Kantoにユース倶楽部より参加してきました。
北海道から九州までのJRグループで働く110名を超える仲間が集い盛大に開
催され、多くの仲間と交流を深めました。3日目には民主化運動についてユー
スらしい意見を出し合いしっかりと議論も行いました。 
これからもJR連合青年・女性委員会主催行事にはユース倶楽部より積極的に
参加していきます。       （関西新幹線サービック労組 中山良行） 

ＪＲ連合 
井口事務局長 

ＪＲ連合 
上村企画部長 

交運労協 
中西元事務局長 

JR東日本ユニオン高崎地本の
皆さんが歓迎してくれました☆ 

慰霊の園にて 
安全の確立を誓う ＪＲ連合に集う全国の仲間と安全の大切さを改めて学びました 

３日間のユースラリーで全国の仲間と絆を深めた☆ 


